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佐賀県立図書館

こども佐賀新聞　5/29 号　図書館企画・ピピン岩永光子代表

みんなで読もう　オススメ本

［問い合わせ先］ 佐賀県立図書館 電 話 0952-24-2900
FAX 0952-25-7049　

岩永光子さんってどんな人？

『エイモスさんがバスに乗りおくれると』
文／フィリップ・C・ステッド　絵／エリン・E・ステッド
訳／青山 南　　　　　　　　光村教育図書

野で、山で、いつもの散歩道でふと
目があった生きものたち。ときには
気まずいこともあるけれど、目が
あうとハッとして、ドキッとする。
「あっ、みたらみられた」̶ ̶だれ
かと目があうと、なにかがはじまる
予感も。そんな心躍る瞬間をのびやかに木版画で描いた絵本。

エイモスさんは、明日のおでかけが楽しみでねむれません。
つぎの日の朝、ねぼうして、いつものバスに乗りおくれてし
まいます。仕事にちこくし、楽しみにしていたけいかくもだ
いなしに。つかれはてて、ねてしまったエイモスさんをしん
ぱいした動物たちは……。
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佐賀県立図書館
「こころざしの森」
では、このコーナー
で紹介した児童書
と推薦文を展示
しています！

もり

※「こころざしの森」の「森」の字は、３つの本で構成した創作漢字です。

「死」を見つめて、「生」を考える―　好き放題に生き、欲しいものを
すべて手に入れてきた海賊が殺され、海に投げ出されるところか
ら、この絵本は始まります。海の生き物たちが、海賊から宝石や服、
爪や目をとっていくと、海賊の心に変化が生まれます。死ぬって
何？　生きるって何？　と親子で話してほしい、そんな絵本です。

『みたらみられた』
作／たけがみ たえ　アリス館

　2003年に佐賀市内で、絵本や児童書を専門に扱う「子ども
の本屋ピピン」を開業しました。それまでは佐賀西子ども劇
場の事務局長として、児童への文化活動に長年携わってき
ました。「ピピン」を開いてからは、布絵本作りやおはなし会
を開催したり、「BOOKマルシェ」などのイベントに協力し、
子どもたちと本の世界をつなぐ取り組みを行っています。
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